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研究成果の概要（和文）：本研究は、自然環境の過剰利用と環境の利用・管理の縮小が野生動物の分布パターンや生息
地利用に与える影響を評価する事を目的とした。1900年代と2000年代の2時期から、土地利用変化を評価し、2時期のニ
ホンザルの潜在的な分布域の違いを明らかにした。ニホンザルの分布決定要因を明確にすることができ、さらに分布の
拡大プロセスにおいて、土地利用の変化が与えた影響を考察した。イノシシの分布拡大モデルでは、生息適地と移動分
散を組み合わせたモデルを開発した。その中で、イノシシの分布拡大に関し、農地や森林の影響が大きい事がわかり、
中でも耕作放棄地の増加が、イノシシの分布拡大に寄与する事が明らかになった。

研究成果の概要（英文）：This study aimed at evaluation of over-use and under-use to the distribution 
pattern and habitat use of wildlife. In the study of Japanese macaques, the distribution determinant of 
the crop-raiding Japanese macaqus were clarified from temporalland use patterns. Furthermore, the effects 
of the change in land use pattern from 1978 to 2007 were related to the expansion process of 
distribution. In the study of wild boar, the range expansion model which combined the habitat suitability 
and migration was developed. Landscape elements in SATOYAMA such as forest and paddy were important for 
habitat selection of wild boar. Paticulary, The cultivation abandonment ground promoted the range 
expansion of wild boar.

研究分野：野生動物管理学
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１．研究開始当初の背景 
  
 近年、人間と野生動物との軋轢が世界
中で報告されている。この軋轢には、人
間が野生動物を脅かすものと、野生動物
が人間を脅かすものがある。日本におい
て、人間との軋轢（特に野生動物が人間
を脅かすもの）が顕著な野生動物は、イ
ノシシ・ニホンジカ・ニホンザル・ツキ
ノワグマである。これらの野生動物は農
作物被害、林業被害、生活被害を引き起
こす。この軋轢を解消するための適切な
野生動物管理には、個体数管理・被害防
除・生息地管理の 3 つの視点が必要とさ
れている。 
 申請者はこれまで、野生動物（特にニ
ホンザル）の農作物被害や分布拡大に対
し、どのような環境要因が影響するのか
を明らかにしてきた。その結果、野生動
物の生息地利用や分布パターンは、異な
る時空間スケールにおける生息地の変化
による行動プロセスの結果である事がわ
かった。特に、農地・森林景観の構造は
野生動物の分布や生息地利用に大きく影
響し、生息地の管理が軋轢の解消に重要
であることが明らかになっている。一方、
野生動物管理における生息地管理に関し
て、野生動物の生息域周辺の土地利用を
どのように整備するのかという明確な指
針はない。さらに、野生動物管理を目的
とした土地利用戦略を考える際、現在の
土地利用が、大規模開発や拡大造林とい
った歴史的な変遷（オーバーユース）の
結果である事に留意する必要がある。そ
のため、適切な土地利用を考案するため
には、生息地の歴史的な変遷が野生動物
に与えた影響を評価しなければならない。
また今後は、耕作放棄地や河川河道の樹
林化（アンダーユース）により、野生動
物の利用環境が増加する事も懸念されて
いる。自然環境の過剰利用と、その利用
や管理の縮小が野生動物にどのような影
響を与えたのかを明確にする事により、
野生動物を適切に管理するための土地利
用戦略を考案する事が期待される。 
 
２．研究の目的 
  
 本研究は、自然環境の過剰利用（戦後
の拡大造林や農地の集約化）と環境の利
用・管理の縮小（放棄農地や河川河道の
樹林）が野生動物の分布パターンや生息
地利用に与える影響を解明し、今後の土
地利用計画を考案するための基盤となる
研究を行う。 
 対象とする野生動物は、新潟県に生息
するニホンザルとイノシシである。ニホ
ンザルについては、2004 年から継続した
モニタリングを実施しており、10 年間の
位置情報や群れの情報が蓄積されている。

イノシシは近年新潟県に分布を拡大させ
た動物である。イノシシに関しても、2008 
年から水稲被害の発生箇所や捕獲位置の
情報を蓄積している。研究期間内には以
下のことを明らかにする。 
（1） 旧版地形図と空中写真を用いて、
1900 年代初頭から2000 年代までのニホ
ンザル生息地の歴史的な土地利用の変化
（オーバーユース）を評価する。 
（2） 戦後の拡大造林や農地の集約化が
生じた時期と範囲を特定し、現在のニホ
ンザルの分布域との関係性を導き出す。 
（3） 近年撮影された空中写真と高分解
能衛星画像の時系列解析から耕作放棄地
と河川河道の樹林化などのアンダーユー
ス由来の変化を地図化する。 
（4） 放棄地や河川河道の樹林化とニホ
ンザル・イノシシの分布拡大との関係式
をモデル化し、複数の土地利用シナリオ
から今後の野生動物の分布拡大を予測す
る。 
（5） 今後の大型哺乳類の分布拡大に伴
うリスクを考慮し、どのエリアをどのよ
うに管理し、動物種ごとの生息域をどの
程度確保するかについて、ゾーニングを
行う。 
 
３．研究の方法 
 
 本研究計画では以下の 3 つの目的に対
し、GIS やリモートセンシング技術、統
計モデルを用いてアプローチする。 
 
(1)歴史的な土地利用の変化が野生動物
の地理的分布や行動パターンに与える影
響 
 1900 年代からの歴史的な土地利用の
変化（戦後の拡大造林や農地の集約化）
を明らかにし、現在のニホンザルの分布
パターンが、どの時期のどのような変化
に反応して決定したかを評価する。 
 
①旧版地形図と時系列空中写真を用いた
土地利用の変化 
 自然環境の過剰利用による土地利用の
変化を明らかにするため、1900 年代初頭
から整備されている旧版地形図と、戦後
持続的に蓄積されてきた空中写真を用い
て分析を行う。旧版地形図から、過去の
土地利用を読み取り、いくつかの年代に
おける土地利用と現在 
の土地利用とを地理情報システム（GIS）
上で比較する事により、その地域の歴史
的な変遷を捉える事ができる。また、空
中写真の時系列情報から伐採年や林齢を
推定する手法により森林の伐採・植栽時
期や人工林環境の構造、林齢を評価する。 
 
②土地利用の変化とニホンザルの地理的
分布との関係 



 前項で抽出する複数の年代における土
地利用情報（特に戦後の拡大造林や農地
の集約化）から、現在のニホンザルの分
布パターンがどの時期のどのような土地
利用の変化に由来するのかを、土地利用
の履歴を変数とした状態空間モデルから
評価する。環境の改変に対する生物の応
答には、タイムラグ（Extinction debt と
Immigration credit）が生じる事がわかって
おり、このタイムラグを評価する事で野
生動物の分布決定プロセスを解明する。 
 
(2)里山環境の変化による土地利用の遷
移と野生動物の分布拡大プロセスの解明 
 
 近年増加している耕作放棄地と樹林化
した河川河道を地図化し、その空間分布
パターンや変化した時期が野生動物の分
布拡大にどのように作用するかを明らか
にする。対象となる野生動物はニホンザ
ルとイノシシである。 
 
①空中写真と高分解能衛星画像の時系列
解析を利用した放棄水田、及び樹林化し
た河川河道の抽出 
 近年撮影された空中写真や高分解能衛
星画像から耕作放棄地や河川河道の樹林
化に伴う土地利用の遷移パターンを評価
する。特に、こうした変化は山側の面積
の小さなものから生じる事が予想される
ため、50cm×50cm の高い空間解像度を持
つ画像データを使用する。ただし、こう
した画像データは観測の幅が狭く、広域
スケールの研究には向かないため、これ
までの研究で明らかになっているニホン
ザル農作物加害群の行動圏やイノシシの
好適生息地に範囲を限定する。 
 
②里山環境の利用・管理の縮小と野生動
物の分布拡大との関連性 
 近年における土地利用の遷移パターン
と野生動物の分布拡大との関係性を統計
モデルによって把握し、今後、野生動物
がどのようなエリアに分布を拡大させて
いくかを明らかにする。さらに、アンダ
ーユース由来の土地利用の変化から、今
後の土地利用シナリオ（耕作放棄地の増
加や河川河道の樹林化）を複数シミュレ
ーションし、野生動物の分布拡大を予測
する。 
 
(3)野生動物の分布拡大シナリオに基づ
くリスク管理としての土地利用戦略 
 
 農地の集約化や森林の劣化が生物多様
性に大きく影響することが懸念されてい
る。これは大型哺乳類にとってもきわめ
て重要な課題である。その中で、持続的
に被害管理や個体数管理を行うための土
地利用デザインを考案する。特に、今後

の大型哺乳類の分布拡大に伴うリスクを
考慮し、どのエリアをどのように管理し、
動物種ごとの生息域をどの程度確保する
かについて、ゾーニングを行う。その上
で、野生動物管理を基盤とした土地利用
戦略に関わるシナリオを作成する。 
 
４．研究成果 
 
(1)歴史的な土地利用の変化が野生動物
の地理的分布や行動パターンに与える影
響 
 1900 年代と 2000 年代の 2 時期の土地
利用図から、ニホンザルの生息地の土地
利用変化を評価し、2 時期のニホンザル
の潜在的な分布域の違いを明らかにした。
ニホンザルの分布決定要因を明確にする
ことができ、さらに分布の拡大プロセス
において、土地利用の変化が与えた影響
を考察する事ができた。 

 
 
(2)里山環境の変化による土地利用の遷
移と野生動物の分布拡大プロセスの解明 
 イノシシの分布拡大に関するシミュレ
ーションを実施した。分布拡大モデルで
は、生息適地と移動分散を組み合わせた
モデルを開発する事ができた。その中で、
イノシシの分布拡大に関し、里山環境に
おける農地や森林の影響が大きい事がわ
かり、中でも耕作放棄地の増加が、イノ
シシの分布拡大に寄与する事があきらか
になった。 
 
(3)野生動物の分布拡大シナリオに基づ
くリスク管理としての土地利用戦略 
 本研究では、野生動物の分布拡大にお
いて、土地利用が大きく影響することま
では明らかにする事ができたが、地域差



の問題から、リスク管理のための土地利
用戦略を考案するまでには至らなかった。 
 特にニホンザルに関しては、群れ間で
の差、地域における行動圏レベルの差な
ど、分布拡大過程の一般性を明らかにす
る事はできなかった。一方で、群れ毎に
評価する事が重要であることがわかった
ため、そのための分析デザインを考察し
ている。 
 また、本研究における衛星リモートセ
ンシングを用いた土地利用図の作成や、
生息適地を抽出するためのモデル技術は、
当初想定していたニホンザルやイノシシ
だけでなく、他の動物にも適用する事が
可能だった。 
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